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1 はじめに
近年，インターネットの普及と情報通信技術の進歩により

Hypertext Transfer Protocol (HTTP) を利用した授業支援システ
ム [2–7]が普及している．本論文では，ユーザインタフェースが
優れている iPhoneを用いた授業支援システムを開発する．具体
的には，学生の位置情報考慮した出席管理機能，およびタッチパ
ネルで入力，解答する演習機能を持った iPhoneアプリケーショ
ンを作成する．さらに，iPhone アプリケーションから送信され
た情報を処理，iPhone アプリケーションへ演習問題を提供，ま
た，出席と問題の管理を行うことができるアプリケーションサー
バを作成する．

2 提案システムの設計
本システムは， iPhoneアプリケーション，Webブラウザ，お
よびアプリケーションサーバで構成される．ユーザはインター
ネットへ接続可能な場所で iPhoneアプリケーションを用い，ア
プリケーションサーバへ出席の登録や演習問題の取得，そして，
解答の送信を行う．また， Web ブラウザを用いてアプリケー
ションサーバへアクセスすることで，現在までの出席状況や演習
の成績を確認できる．
図 1に，システム全体の構成図を示す．出席の登録において，

iPhone アプリケーションからアプリケーションサーバへと送信
する情報は，GPSにより取得した緯度および経度，ユーザ名，そ
して，パスワードである．iPhone から各情報を受け取ったアプ
リケーションサーバは，受け取った位置情報を用いて，実際に学
習者が教室にいるか判定する．
演習機能は，まず，iPhoneアプリケーションからユーザ名，お

図 1: 提案システムの構成
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よびパスワードが送信される．アプリケーションサーバはそれ
らの情報を受け取り認証を行う．認証が通れば，問題文，およ
びその問題に対する四択の解答候補を iPhoneアプリケーション
へ送信する．アプリケーションサーバから問題文と選択肢を受
け取った iPhoneアプリケーションは，その情報を画面上に表示
する．ユーザが解答すると， iPhoneアプリケーションは解答の
正誤を表示し，その解答をアプリケーションサーバへ送信する．
ユーザが解答した後，もしくは，解答中の問題をスキップしたい
場合は，新たな問題を取得できる．新たな問題の取得要求を受け
取った場合，アプリケーションサーバは問題文，およびその問題
に対する解答候補を再び iPhoneへ送信する．
演習問題の作成は，Webブラウザを用いて行う．Webブラウ
ザ上に表示された入力フォームに，問題文，正解の解答，そし
て，不正解の解答の候補 3つを入力すると問題が作成される．作
成された問題にはそれぞれ，IDナンバーが自動的に振り当てら
れる．
出席状況および成績の確認は，問題作成と同様にWebブラウ
ザ上で行う．出席状況として，出席を登録した日時，出席の判
定，および総出席数をユーザは確認できる．また，成績として，
解答した問題番号，問題に対するユーザの解答，ユーザの解答の
正誤を確認できる．

3 提案システムの実装と評価
本章では，提案システムの実装の詳細を述べ，その後，提案シ
ステムを定性的に評価する．

3.1 実装

提案システムは，iPhoneアプリケーション，Webブラウザ，お
よびアプリケーションサーバから成る．出席状況や成績の確認
は，Webブラウザから行う．アプリケーションサーバには Ruby
on Rails (Version 2.2.2)を用いて実装した．実装システムにおい
て，アプリケーションサーバと iPhoneアプリケーション間の通
信は， HTTPを用いて行う．

iPhone アプリケーションからアプリケーションサーバへの出
席情報の登録は，指定された URIに対して，ユーザ名，パスワー
ド，および位置情報を HTTP POST することにより行う．具体
的には，ユーザ名およびパスワードは，Basic認証として HTTP
ヘッダに含める．また，位置情報は，指定された URIの末尾に
?lat=XXX&lng=YYYを接続した，新しい URIに HTTP POSTす
ることで，アプリケーションサーバへ通知する．ただし，XXXは
緯度，YYYは経度とする．
提案システムは，iPhone アプリケーションから受け取った位
置情報が，本大学の敷地の中心より半径が閾値 910メートル以内
であれば，学習者が教室にいると判断する．この閾値 910 メー
トルは GPSで取得した位置情報の誤差を考慮して定めた．そし



表 1 提案システム，および既存の授業支援システムの定性的評価

管理者 UI 端末利用者 UI 位置情報を含めた出席登録 アンケート機能
Moodle [1] △ △ × ○

携帯電話端末 [2] ○ △ × ○
提案システム ○ ○ ○ ×

て，位置情報から判定した結果を iPhoneに送信する．
また，演習機能では，指定された URIに HTTP GETを行うこ
とにより，問題文およびその問題に対する四択の解答候補を取
得できる．また，指定された URIに対して，問題の IDナンバー
と選択した解答の情報を含んだ XML を HTTP POST すること
で，演習問題の解答をアプリケーションサーバへ送信する．具
体的には，questionと書かれたタグで囲まれた部分に，IDナン
バーを設定する．この ID ナンバーは，問題を新規作成した際，
自動的に振り当てられるものである．次に，answer と書かれた
タグで囲まれた部分に提出する解答を設定する．この 2 つの情
報を含んだ XMLを指定された URIへ HTTP POSTする．また，
ここでもユーザ名およびパスワードは，Basic認証として HTTP
ヘッダに含める．実装した iPhoneアプリケーションのスクリー
ンショットを図 2に示す．

3.2 評価

実装したシステムを定性的に評価する．比較のために，既存
の授業支援システムも評価の対象とした．評価の対象とした授
業支援システムは，Moodle [1] ，携帯電話端末を用いたシステ
ム [2]，および提案システムである．評価項目は，管理者側の
ユーザインタフェース，端末利用者からみたユーザインタフェー
ス，出席情報に位置情報が含まれるか，そして，アンケート機能
の有無とした．
管理者側のユーザインタフェースの面で見ると，Moodle は
ページ作成や，問題作成などで，操作手順が分かりにくい点が

図 2: iPhoneアプリケーションのスクリーンショット

ある．文献 [2]で提案されている携帯電話端末を利用するシステ
ム，および提案システムでは，管理者が問題作成や成績確認が容
易にできるよう，Webブラウザで行う操作が分かりやすい．
次に，端末利用者側のユーザインタフェースの面で見ると，

Moodleの場合，ページの構成が複雑な部分もあり，利用しにく
い点がある．携帯電話端末の場合，ユーザインタフェースが限ら
れており操作性が悪い．提案システムでは， iPhoneアプリケー
ションユーザインタフェースを用いて，ユーザが直感的に解答で
きる．また，文献 [2]のシステム，およびMoodleでは，提案手
法のような出席登録時に位置情報を含めることはできない．一
方，文献 [2]のシステム，およびMoodleでは実装されているア
ンケート機能は，今回実装したシステムでは機能として含まれて
いない．評価結果を表 1にまとめる．

4 まとめと今後の課題
本論文では iPhone を利用した授業支援システムを開発した．
このシステムは，位置情報を含めた出席管理，また，問題演習
の機能を備えている．出席管理では，iPhone に搭載されている
GPS を利用し，その情報をもとに，学習者が教室にいるかどう
かを判断する．iPhone のインタフェースを用いる事で，操作方
法が容易となった．今後の課題として，様々な形式の演習問題の
対応，代返防止機能が挙げられる．
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